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要
約
筆
記
研
究
会
議
及
び
要
約
筆
記
技
術
研
修
事
業

〜
今
年
度
の
新
規
事
業
を
苫
小
牧
市
内
で
開
催
〜

平
成
二
十
一
年
度
の
北
身
協
の
新
規
事
業
で
あ
る
「
要
約
筆
記
奉
仕
員
研
究
会
議
及
び
要
約
筆
記
技
術

研
修
事
業
」（
要
約
筆
記
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
「
は
ま
な
す
」
が
主
管
）
が
、
六
月
十
三
日
か
ら
十

四
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
苫
小
牧
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
要
約
筆
記
に
よ

る
通
訳
は
、
中
途
難
失
聴
者
へ
の
情
報
提
供
手
段
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
要
約
筆
記
技
術
の
向
上

を
図
る
た
め
に
は
、
養
成
講
座
修
了
後
に
お
い
て
も
、
実
技
を
中
心
と
し
た
研
鑽
を
重
ね
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
都
市
部
以
外
で
は
実
際
の
通
訳
の
機
会
が
少
な
い
た
め
技
術
維
持
が
難
し
い
実
情
に
あ
る
。
こ
の

た
め
、
現
任
の
要
約
筆
記
奉
仕
員
に
対
し
て
最
新
の
情
報
や
実
技
研
修
の
機
会
を
提
供
し
、
併
せ
て
、
地

域
に
お
け
る
要
約
筆
記
に
よ
る
通
訳
の
普
及
や
活
動
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
研
究
会
議
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
た
も
の
。
な
お
、
北
身
協
で
は
、
今
年
度
、
苫
小
牧
の
ほ
か
岩
見
沢
市
内
及
び
旭
川
市
内
で

も
同
様
の
研
修
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
一
日
目
の
概
要
）

地
元
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る

人
な
ど
十
名
の
方
々
が
出
席
し
た
。

最
初
に
開
催
に
当
た
り
、
北
身
協

和
田
常
務
理
事
・
事
務
局
長
の
挨
拶

文
を
預
か
っ
て
出
席
し
た
中
森
書
記

か
ら
「
平
成
四
年
か
ら
要
約
筆
記
奉

仕
員
養
成
講
座
を
実
施
し
、
修
了
者

は
七
百
六
十
二
名
、
通
訳
登
録
者
は

百
三
十
三
名
と
な
っ
て
い
る
。
今
回

の
新
規
事
業

は
、
要
約
筆

記
奉
仕
員
の

講
習
を
修
了

さ
れ
た
人
に

は
、
こ
れ
か

ら
中
途
難
失

聴
者
の
方
の

た
め
に
是

非
、
活
躍
し

て
い
た
だ

き
た
い
と

願
っ
て
、

要
約
筆
記

の
有
効
性

を

Ｐ

Ｒ

し
、
併
せ
て
通
訳
技
術
向
上
を
図
る

た
め
の
研
修
機
会
を
提
供
し
た
い
と

考
え
計
画
し
た
。
第
一
回
目
な
の
で

登
録
が
最
も
多
く
、
要
約
筆
記
が
盛

ん
な
苫
小
牧
市
で
、
ま
た
、
地
元「
つ

た
え
ー
る
」
の
皆
様
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
、
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。」
と
代
読
し
た
。
続
い
て
、
講

義
・
実
技
に
入
り
、
第
一
講
目
は
山

靖
子
氏
（
要
約
筆
記
通
訳
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
会
「
は
ま
な
す
」
代
表
）
か

ら「
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」を
行
っ

た
あ
と
、「
要
約
筆
記
に
お
け
る
表

記
の
考
え
方
」
と
題
し
た
講
義
・
実

技
が
あ
り
、
続
く
二
講
目
以
降
は
、

岡
部
富
美
枝

氏（
同
会「
は

ま
な
す
」）、

佐
々
木
亜
規

子
氏
（
北
海

道
中
途
難
失

聴
者
協
会
）、

山
靖
子
氏
か

ら
、
そ
れ
ぞ

れ
講
義
・
実

技
が
行
わ
れ
た
。

（
二
日
目
の
概
要
）

二
日
目
は
、岡
部
富
美
枝
氏
、佐
々

木
亜
規
子
氏
、
三
上
正
人
氏
（
苫
小

牧
市
社
会
福
祉
課
長
）、
山
靖
子
氏

が
講
師
と
な
り
、
講
義
・
実
技
が
行

わ
れ
、
最
後
に
佐
々
木
亜
紀
子
氏
か

ら
「
道
中
失
協
会
と
の
連
携
」
と
題

し
た
お
話
が
あ
り
、
二
日
間
に
わ
た

る
研
修
が
修
了
し
た
。

後
日
、
苫
小
牧
要
約
筆
記
通
訳

サ
ー
ク
ル「
つ
た
え
ー
る
」か
ら
お
便

り
が
届
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

○
「
つ
た
え
ー
る
」
代
表
伊
藤
祐
紀

子
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

昨
日
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
私
ど

も
に
要
約
筆
記
技
術
研
修
の
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
て
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
日
は
、
私
ど
も
の

力
不
足
で
、
中
途
難
失
聴
者
の
方
々

に
よ
く
お
伝
え
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の

研
修
で
自
分
た
ち
の
甘
さ
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
一
同
、
よ
い
反
省
材

料
に
な
っ
た
と
、
ま
た
も
や
奮
起
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
わ
ざ
わ
ざ
お

越
い
た
だ
い
た
の
に
、
何
か
と
失
礼

の
段
が
あ
っ
た
と
存
じ
ま
す
が
、
今

後
と
も
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
前
期
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
団
体
連
絡
会
団
体
長
等
会
議

平
成
二
十
一
年
度
前
期
「
東
北
・

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障
害
者
団
体

連
絡
会
団
体
長
等
会
議
」
が
、
六
月

二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
東
北
各
県
・
道
・
政
令

指
定
都
市
の
身
障
協
会
長
、
事
務
局

長
な
ど
二
十
九
名
が
出
席
し
て
秋
田

県
で
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は
そ
れ

ぞ
れ
抱
え
て
い
る
課
題
等
が
提
案
さ

れ
、
協
議
・
検
討
が
行
わ
れ
た
。

【
協
議
事
項
】

提
案
さ
れ
た
協
議
事
項
は
、
①
指

定
管
理
者
が
運
営
す
る
施
設
へ
の
自

動
販
売
機
の
設
置
、
②
社
会
参
加
推

進
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
③
障
害
者
一

一
〇
番
事
業
、
④
団
体
長
等
会
議
の

開
催
時
期
、
⑤
財
源
の
確
保
、
⑥
今

後
の
協
会
運
営
の
六
項
目
。
な
お
、

北
身
協
か
ら
提
案
し
た
④
に
つ
い
て

は
年
二
回
実
施
と
す
る
意
見
が
多

か
っ
た
が
、
次
回
、
再
協
議
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

【
日
身
連
へ
の
要
望
事
項
】

提
案
さ
れ
た
要
望
事
項
は
、
①
身

体
障
害
者
用
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ

ア
ホ
ー
ム
の
制
度
化
、
②
タ
ン
デ
ム

自
転
車
の
公
道
走
行
の
認
可
、
③
障

が
い
者
に
対
す
る
有
料
道
路
料
金
割

引
を
手
帳
の
提
示
だ
け
で
認
め
る
こ

と
、
④
テ
レ
ビ
で
の
「
字
幕
放
送
」

番
組
の
充
実
、
⑤
今
後
の
日
身
連
、

都
道
府
県
等
協
会
の
あ
り
方
の
五
項

目
。
な
お
、
提
案
道
県
の
説
明
の
後
、

協
議
を
行
い
要
望
と
し
て
の
採
否

は
、
後
期
の
会
議
で
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行
会員購読料（年）９０円

（会費に含む）
非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

「
な
が
さ
き
大
会
」
開
催

第
五
十
四
回
日
本
身
体
障
害
者
福

祉
大
会
「
な
が
さ
き
大
会
」
が
五
月

二
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
の
二
日
間
、

被
爆
地
長
崎
市
に
お
い
て
、
約
三
五

〇
〇
人
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

一
日
目
は
評
議
員
会
で
二
十
年
度

事
業
報
告
、
収
支
決
算
及
び
次
期
理

事
・
監
事
の
選
任
が
審
議
さ
れ
た
。

次
に
①
障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本

的
見
直
し
に
関
す
る
報
告
、
②
障
害

者
基
本
法
及
び
障
害
者
権
利
条
約
に

関
す
る
報
告
が
行
わ
れ
、
午
後
か
ら

「
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
向
け

た
課
題
」
の
講
演
、「
障
害
者
自
立

支
援
法
の
見
直
し
」
の
説
明
が
行
わ

れ
、
最
後
に
日
身
連
副
会
長
、
全
日

本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
理
事
長
、
全

国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
理
事
長

が
出
席
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
た
。

二
日
目
は
大
会
式
典
、
日
身
連
会

長
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
大
会

宣
言
採
択
、
大
会
決
議
の
採
択
等
が

出
さ
れ
、
二
日
間
に
わ
た
る
大
会
が

閉
会
し
た
。

（
大
会
宣
言
（
抜
粋
））

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
施
行
後

三
年
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
大
き
な

局
面
を
む
か
え
て
い
る
。
私
た
ち
障

害
者
が
安
心
し
て
地
域
で
あ
た
り
前

に
暮
ら
せ
る
環
境
体
制
を
整
備
し
、

格
差
な
い
共
生
社
会
の
実
現
を
礎
と

な
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
五
月
に
発

効
と
な
っ
た
「
障
害
者
権
利
条
約
」

が
国
や
政
党
、
そ
し
て
障
害
者
団
体

参
画
の
中
で
さ
ら
に
批
准
に
向
け
た

作
業
が
進
ん
で
い
る
。
障
害
者
施
策

の
基
本
と
も
い
う
べ
き
「
障
害
者
基

本
法
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
昨

年
か
ら
慎
重
な
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
障
害
者
個
人
の
尊
厳
が
重
ん

じ
ら
れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い

生
活
の
権
利
保
障
と
差
別
の
な
い
豊

か
な
社
会
の
実
現
と
す
る
基
本
理
念

に
基
づ
く
法
改
正
と
な
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

社
会
情
勢
は
困
窮
を
極
め
て
い
る

が
、
二
〇
〇
九
年
は
、
私
た
ち
障
害

者
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
法
制
度
が

大
き
く
動
く
年
で
あ
る
。
障
害
当
時

者
団
体
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
を
も

ち
、
同
じ
社
会
に
生
き
る
者
と
し
て

相
互
の
理
解
の
上
に
、
障
害
者
の
自

立
と
社
会
参
加
の
実
現
を
目
指
し
、

さ
ら
な
る
提
言
活
動
に
努
め
る
決
意

を
新
た
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
は
、

障
害
者
福
祉
向
上
の
た
め
、
全
国
の

障
害
者
団
体
、
そ
し
て
会
員
と
の
強

い
連
携
の
下
、
一
致
団
結
し
行
動
す

る
こ
と
を
誓
い
、こ
こ
に
宣
言
す
る
。

※
「
大
会
決
議
」
は
省
略
し
ま
す
。

○
平
成
二
十
一
年
度「
心
の
輪
を

広
げ
る
体
験
作
文
」及
び「
障
害

者
新
聞
の
ポ
ス
タ
ー
」の
募
集

北
海
道
で
は
、今
年
度
も
内
閣
府

及
び
札
幌
市
と
共
催
し
、体
験
作
文

及
び
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
内
容
な
ど
詳
細
は
居
住
地

の
保
健
福
祉
事
務
所
保
健
福
祉
部

社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

講義中の山靖子代表

第５８回全道身障者福祉大会夕張大会
～仲間・家族と共に宿泊・参加して、夕張を応援しよう�～

○と き 平成２１年１０月２５日（日）

９：３０～１４：００

○ところ ゆうばり文化スポーツセンター

（夕張市若菜２番地）

※参加申込みについては、別途、各身障協会か

ら知らせします。

守

受講中の皆さま

各講師と通訳の方々

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２１年７月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６６４号）（１）



 

障障
害害
者者
相相
談談
員員
実実
態態
等等
調調
査査
結結
果果
のの
報報
告告

〜
日
身
連
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
〜

先
に
日
身
連
が
、平
成
二
十
年
度
の
事
業
と
し
て
実
施
し
た
全
国
の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
相

談
員
を
対
象
と
し
た
相
談
活
動
及
び
意
識
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
。こ
の
調
査
は
、日
身
連
が
、社
会
福

祉
法
人
全
日
本
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
精
神
保
健
福
祉
会
連
合
会
の
協

力
の
も
と
、平
成
二
十
年
十
二
月
三
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
一
月
九
日
の
間
、全
国
の
障
害
者
相
談
員

一
五
七
〇
名（
内
訳
は
身
障
九
一
五
名
、知
的
四
二
〇
名
、精
神
二
三
五
名
）を
対
象
に
、二
十
一
項
目

に
わ
た
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
郵
送
配
布
・
回
収
方
式
に
よ
り
行
っ
た
。有
効
回
答
は
、回
収
一
〇
一

六
件
の
う
ち
一
〇
〇
六
件（
内
訳
は
身
障
六
五
七
件
、知
的
二
七
〇
件
、精
神
七
九
件
）と
さ
れ
、日
身
連

で
は
こ
の
有
効
回
答
を
も
と
に
調
査
結
果
の
分
析
を
行
い
、障
害
者
相
談
員
の
あ
り
方
や
相
談
員
活
動
・

体
制
に
か
か
る
課
題
と
改
善
へ
の
提
言
を
含
め「
障
害
者
相
談
員
実
態
調
査
等
報
告
書
」と
し
て
と
り
ま

と
め
た
。な
お
、調
査
項
目
、課
題
及
び
提
言（
そ
れ
ぞ
れ
抜
粋
）は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

【
調
査
項
目
（
二
十
一
項
目
）】

①
相
談
員
男
女
比

②
相
談
員
年

齢

③
相
談
員
居
住
地

④
団
体
役

職
経
験

⑤
相
談
員
経
歴
及
び
身
体

障
害
者
相
談
員
の
障
害
の
種
類

⑥

相
談
内
容
の
内
訳

⑦
相
談
担
当
地

域
の
内
訳

⑧
相
談
件
数
（
Ｈ
１９
�

１０
〜
Ｈ
２０
�９
の
間
）

⑨
相
談
活

動
の
方
法

⑩
相
談
形
態

⑪
相
談

員
の
有
す
る
資
格

⑫
研
修
会
の
参

加
状
況（
Ｈ
１９
�１０
〜
Ｈ
２０
�９
の
間
）

⑬
相
談
記
録
（
報
告
書
）
の
提
出
状

況
及
び
提
出
先
の
内
訳

⑭
相
談
の

進
め
方
及
び
行
政
機
関
等
の
連
携
先

の
内
訳

⑮
行
政
広
報
誌
等
へ
の
相

談
員
名
簿
の
記
載
状
況
及
び
記
載
に

対
す
る
考
え
方

⑯
相
談
員
活
動
に

お
い
て
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と

⑰

障
害
者
相
談
員
制
度
等
に
お
け
る
改

善
事
項
に
関
す
る
こ
と

⑱
障
害
者

相
談
員
制
度
の
必
要
性
に
対
す
る
考

え
方

⑲
障
害
者
相
談
員
活
動
で
重

要
・
大
切
な
こ
と

⑳
障
害
者
相
談

員
活
動
を
通
じ
て
心
に
残
っ
た
こ
と

�
障
害
者
相
談
員
と
し
て
今
必
要
と

思
わ
れ
る
こ
と
。

【
課
題
】

上
掲
ま
と
め
（
省
略
）
か
ら
も
本

調
査
を
通
し
て
知
り
得
た
最
も
重
要

な
こ
と
は
、
三
障
害
と
も
に
「
制
度

の
必
要
性
」
に
つ
い
て
高
い
支
持
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
反
面
、
障
害
者
相
談
員
制

度
を
維
持
、
活
性
化
さ
せ
る
改
善
策

に
つ
い
て
の
意
見
は
様
々
で
あ
り
、

そ
の
課
題
を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ

う
な
こ
と
が
言
え
る
。

一

障
害
者
相
談
員
制
度
に
関
す
る

こ
と

（
一
）
精
神
に
お
け
る
相
談
員
制
度

の
創
設

（
二
）
時
代
に
則
し
た
相
談
員
設
置

要
綱
の
見
直
し

（
三
）
処
遇
面
で
の
改
善

（
四
）
定
年
制
の
導
入

（
五
）
男
女
比
の
バ
ラ
ン
ス

（
六
）
選
任
の
方
法

二

障
害
者
相
談
員
制
度
の
周
知
促

進
三

相
談
窓
口
の
巡
回
相
談
と
い
っ

た
相
談
環
境
の
整
備

四

行
政
や
民
間
機
関
等
地
域
と
の

連
携
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

五

適
切
な
研
修
事
業
の
実
施

（
一
）
予
算
の
確
保

（
二
）
相
談
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

研
修
並
び
に
障
害
別
・
三
障
害

合
同
の
研
修

【
提
言
】

（
前
段
省
略
）
以
上
の
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
後
の
障
害
者
相
談
員
・
障

害
者
相
談
員
制
度
の
展
望
を
期
待

し
、
以
下
五
項
目
を
提
言
す
る
。

一

相
談
員
個
々
は
、
常
に
社
会
や

時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
な
が
ら
、

新
し
い
知
識
を
得
る
等
、
積
極
的

に
自
己
研
鑽
に
努
め
、
ま
た
、
地

方
自
治
体
は
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
研

修
を
実
施
し
、
相
談
員
の
資
質
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
。
そ
し
て
、

障
害
者
団
体
に
お
い
て
も
、
人
材

の
発
掘
と
育
成
に
努
め
る
こ
と
。

二

地
域
や
家
族
か
ら
も
孤
立
し
た

状
況
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
障

害
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら

も
、
障
害
者
相
談
員
は
、
各
市
町

村
自
治
体
と
地
域
の
実
情
を
協
議

し
、
地
域
の
環
境
整
備
に
着
目
・

改
善
へ
の
取
り
組
み
を
図
る
。
た

だ
し
、
個
人
情
報
保
護
の
関
係
か

ら
障
害
者
名
簿
の
未
開
示
に
つ
い

て
、
緊
急
避
難
的
の
対
応
等
も
含

め
、
各
市
町
村
と
も
前
向
き
な
検

討
を
す
る
こ
と
。

三

国
・
都
道
府
県
等
地
方
自
治
体

は
、
相
談
支
援
体
制
を
整
備
す
る

上
で
ピ
ア
（
仲
間
）
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
基
本
と
す
る
障
害
者
相
談

員
制
度
の
維
持
、
充
実
、
発
展
の

た
め
に
制
度
の
積
極
的
活
用
を
図

る
こ
と
。

四

国
・
都
道
府
県
等
地
方
自
治
体

は
、
障
害
者
相
談
活
動
の
重
要
性

を
認
識
し
、
精
神
障
害
の
相
談
員

制
度
を
創
設
し
、
三
障
害
と
も
に

相
談
活
動
の
推
進
を
図
り
、
障
害

者
の
み
な
ら
ず
社
会
に
と
り
有
用

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
定
期
的

な
協
議
等
の
場
を
設
け
、
相
談
活

動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
。

五

都
道
府
県
事
業
の
「
身
体
障
害

者
・
知
的
障
害
者
相
談
員
活
動
強

化
事
業
」
を
よ
り
積
極
的
に
推
進

し
、
ニ
ー
ズ
に
的
確
な
活
用
が
で

き
る
相
談
支
援
体
制
が
構
築
で
き

る
事
業
の
展
開
を
す
す
め
る
こ
と
。
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入
選
者
か
ら
の
お
便
り

昨
年
度
の
年
間
優
秀
作
品
に
入
選

さ
れ
た
方
々
か
ら
お
便
り
が
届
い
て

い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
函
館
市
上
鵜
瀬
勝
子
さ
ん
か
ら

こ
の
度
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。昨
年
九
月
に
入
院
。朝
は
弱
く
ベ

ッ
ド
に
だ
ら
だ
ら
し
て
お
り
ま
す
と
が

ん
が
ん
寺（
西
別
院
）の
鐘
の
音
が
し
っ

か
り
せ
よ
と
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。年

明
け
て
続
く
通
院
に「
泣
き
た
い
」と

思
っ
て
お
り
ま
し
た
折
の
入
選
の
御
知

ら
せ
、ま
た
今
日
か
ら
頑
張
ろ
う
と
私

の
体
と
心
に
言
い
聞
か
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

○
恵
庭
市
西
島

明
さ
ん
か
ら

こ
の
度
、私
の
俳
句
が
優
秀
賞
に
決

ま
っ
た
と
言
う
朗
報
を
頂
戴
し
、感
激

と
身
に
過
ぎ
る
光
栄
と
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。私
の
俳
句
は
入
会
し
て
い
る

老
人
ク
ラ
ブ
で
認
知
症
予
防
講
座
が

あ
っ
た
と
き
、市
の
保
健
師
さ
ん
か
ら

俳
句
作
り
や
写
真
の
趣
味
を
持
つ
よ

う
に
奨
め
ら
れ
て
、初
め
て
俳
句
し
た

の
が
七
十
二
歳
で
し
た
。七
十
八
歳
に

な
っ
た
現
在
も
さ
っ
ぱ
り
進
歩
し
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、身
障
新
聞
に
掲
載

し
て
い
た
だ
く
の
が
心
苦
し
く
思
っ
て

い
た
矢
先
に
、こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き

本
当
に
有
り
難
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

寄
付
金
贈
呈
者
・
賛
助
会
員

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
平
成
二
十
一
年
四
月
以
降
）

北
海
道
失
語
症
友
の
会

様

北
海
道
リ
ハ
ビ
リ
ー

様

野
坂
義
肢
製
作
所

様

美
唄
義
肢
製
作
所

様

岩
崎
電
子
㈱

様

岩
見
沢
義
肢
製
作
所

様

岩
見
沢
光
明
舎

様

北
海
道
光
生
舎

様

旭
川
美
景
園

様

芦
別
白
光
舎

様

河
笠
義
肢
製
作
所

様

北
海
道
拓
明
興
社

様

株
式
会
社
ド
ー
コ
ン

様

北
海
道
博
愛
舎

様

厚
生
協
会
わ
か
ふ
じ
寮

様

株
式
会
社
つ
う
け
ん

様

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱

様

日
身
連
収
益
事
業
所

様

荒
川
繁
雄
（
前
北
身
協
副
会
長
）
様

政
田
一
美
（
北
身
協
副
会
長
）

様

篠
山
准
子
（
北
身
協
理
事
）

様

佐
藤
芳
太
郎
（
北
身
協
理
事
）

様

岩
波
勝
二
（
北
身
協
理
事
）

様

○
町
村
協
会
だ
よ
り
の
投
稿
を
受
付
中

今
月
の「
町
村
協
会
だ
よ
り
」

は
、都
合
に
よ
り
休
み
ま
す
。北
身

協
で
は
、ま
だ
、未
掲
載
の
町
村
協

会
か
ら
の
お
便
り
を
受
付
て
ま
す
。

ＪＲジパング倶楽部（特別会員）に加入しませんか
１ 加入資格
�北海道身体障害者福祉協会の会員で、身体障害者

手帳の交付を受けている男性６０歳以上の方・女性５５歳
以上の方
２ 入会金・年会費
年会費は１人１，０１０円が必要です。（入会金は無料）

３ 特別会員の特典
ＪＲの窓口で障害者手帳を提示して購入した乗車券

が、片道、往復又は連続乗車券のいずれかで２０１㎞以
上となる場合、「特急券、急行券、グリーン券、座席
指定券」が、２～３割引で購入できます。
ただし、ゴールデンウィーク、お盆、年末年始は割

引になりません。
４ 入会手続き
入会申込書、身体障害者手帳のコピー（写真を貼っ

てあるページと障害名が記載されているページのコ
ピー）、年会費（１，０１０円）を各地区の身障協会又は北
身協事務局に提出してください。
※ 申込みからジパング手帳が届くまで３週間程度を
要しますので早めの入会手続きをお薦めします。

５ 申込み・問合せ先
�北海道身体障害者福祉協会
〒０６０�０００２札幌市中央区北２条西７丁目

道民活動センタービル（かでる２・７）４階
（電話０１１�２５１�１５５１ FAX０１１�２５１�０８５８）

○
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
紹
介
し
て
ま
す

出
か
け
る
一
週
間（
道
外
は
三

週
間
）前
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

電

話
〇
一
一
―
二
五
一
―
一
六
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
二
五
一
―
一
八
四
四

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社
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フ
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札
幌
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北
区
篠
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条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
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校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
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四
七
一
五

Ｆ
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〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九
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限
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社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番
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�
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